
駒
寄
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
及
び
Ｊ
Ｒ
新
駅
設
置
促
進
対
策
特
別
委
員
会

イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
宇

都
宮
南
ほ
か
を
視
察

　

11
月
10
日
、
12
日
、
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構（
Ｕ
Ｒ
）

が
開
発
を
進
め
て
い
る
栃
木
県

の
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
宇
都
宮
南

と
、
千
葉
県
の
Ｕ
Ｒ
事
務
所
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
宇
都
宮
南

で
は
、
開
発
面
積
１
３
７
・
５

㌶
に
事
業
費
２
１
０
億
円
を
投

千
葉
県

栃
木
県

11月28日に第３回臨時会を行い、まちより上程された承認１件、議案８件について審議しました。

委員会視察リポート
聖籠町

会津美里町

インターパーク宇都宮南
ＵＲ千葉東部業務事務所

　

議
会
は
、
衆
議
院
の
解

散
に
伴
い
、
緊
急
に
要
す

る
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の

執
行
経
費
が
生
じ
た
た
め

行
っ
た
専
決
処
分
の
報
告

を
受
け
、
こ
れ
を
承
認
し

ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９

４
７
万
円
を
追
加
し
、
総

額
69
億
７
９
５
６
万
円
と

し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
補
正
は
、
県
支

出
金
６
９
５
万
円
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
２
５
２

万
円
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
衆
議
院
議

員
選
挙
費
９
４
７
万
円
の

追
加
で
す
。

＝
全
会
一
致
で
可
決
＝

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

衆
議
院
議
員

選
挙
費
の
専
決

処
分
を
承
認

ッ
ト
を
25
年
４
月
に
開
業
さ
せ

て
、
ま
ち
の
新
し
い
拠
点
と
し

て
新
産
業
団
地
を
形
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

駒
寄
Ｓ
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
道
路
整

備
を
し
て
企
業
誘
致
の
基
礎
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
委
員
長　

南
雲
𠮷
雄
）

審議結果〈第３回臨時会〉

議
案
番
号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

議
決
結
果

飯
島　
　

衛

金
谷　

重
男

岩
﨑　

信
幸

平
形　
　

薫

山
畑　

祐
男

栗
田　

俊
彦

宇
都
宮
敬
三

馬
場　

周
二

石
倉　
　

實

小
池　

春
雄

岸　
　

祐
次

小
林　

一
喜

神
宮　
　

隆

齋
木　

輝
彦

南
雲　

𠮷
雄

近
藤　
　

保
承
認
第
4
号
一般会計補正予算（第５号）に係る専決処分の報告と承認…下段記事
参照

可決
賛14・反0

○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議
案

第
56
号
職員の給与に関する条例の一部改正…人事院勧告により、職員の給与
水準を改定するもの。

可決
賛14・反0

○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第
57
号
特別職の職員の給与及び旅費支給条例の一部改正…職員の給与改定に
ならい、特別職の職員の期末手当を改定するもの。

可決
賛14・反0

○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第
58
号
教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改正…
職員の給与改定にならい、教育長の期末手当を改定するもの。

可決
賛14・反0

○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第
59
号
議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正…職員の給与
改定にならい、議員の期末手当を改定するもの。

可決
賛14・反0

○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第
60
号
一般会計補正予算（第６号）…人事院勧告により、職員などの給与水準
などを改定するため人件費を追加するもの。

可決
賛14・反0

○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第
61
号
公共下水道会計補正予算（第２号）…人事院勧告により、職員の給与水
準を改定するため人件費を追加するもの。

可決
賛14・反0

○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第
62
号
農業集落排水会計補正予算（第２号）…人事院勧告により、職員の給
与水準を改定するため人件費を追加するもの。

可決
賛14・反0

○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第
63
号
水道会計補正予算（第３号）…人事院勧告により、職員の給与水準を改
定するため人件費を追加するもの。

可決
賛14・反0

○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※議長は採決に加わらないため「－」で表示

じ
、
縦
横
に
４
車
線

の
道
路
と
13
㍍
幅
の

道
路
を
走
ら
せ
、
福

田
屋
百
貨
店
と
ジ

ョ
イ
フ
ル
本
田
を
中

心
に
商
業
施
設
を
集

め
、
北
側
に
は
住
宅

団
地
を
造
成
し
て
利

用
増
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

Ｕ
Ｒ
事
務
所
で
は
、

Ｉ
Ｃ
の
近
く
に
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
で
あ
る
酒
々
井
プ

レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト
レ

賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退　除斥…除
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総
務
常
任
委
員
会

議
員
研
修
報
告

群
馬
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

地
域
防
災
対
策
に
つ
い
て

思
わ
ず
手
に
取
り
た
く
な
る
議
会
だ
よ
り
の
表
紙

　

10
月
15
日
、
16
日
、
新
潟
県

聖
籠
町
と
福
島
県
会
津
美
里
町

を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　

聖
籠
町
は
、
18
年
か
ら
毎
年

ま
ち
な
か
防
災
訓
練
を
実
施
。

　

今
年
は
、
10
月
19
日
９
時
に

サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
町
内
全
集

落
で
訓
練
開
始
。
想
定
は
、
震

度
６
の
地
震
発
生
。
訓
練
の
内

容
は
、
身
の
安
全
確
保
、
情
報

収
集
、
隣
近
所
の
安
否
確
認
、

　

10
月
29
日
、
吉
岡
町
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
群
馬
県
町

村
議
会
議
長
会
主
催
の
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
神
奈
川
大
学
法
学

部
教
授　

幸
田
雅
治
氏
、
時
事

通
信
社　

解
説
委
員　

田
崎
史

郎
氏
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
充
実
し
た
講
義

内
容
で
あ
り
、
大
変
有
意
義
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の

　

11
月
27
日
、
県
市
町
村
会
館

で
催
さ
れ
た
町
村
議
会
広
報
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
議
会

広
報
研
修
会
の
講
師
で
あ
る
芳

野
政
明
氏
に
よ
り
、
午
前
は
広

報
一
般
諭
を
受
講
し
、
午
後
は

県
内
２
町
２
村（
吉
岡
町
含
む
）

の
４
広
報
紙
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

受
け
ま
し
た
。

　

出
品
し
た
「
よ
し
お
か
議
会

だ
よ
り
１
０
４
号
」の
表
紙
は
、

新
潟
県

前
橋
市

福
島
県

思
わ
ず
手
に
取
り
た
く
な
る
と

の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

巻
頭
の
定
例
会
の
記
事
は
、
読

者
が
身
近
に
感
じ
る
具
体
的
事

実
を
見
出
し
に
し
た
ほ
う
が
よ

り
訴
え
る
力
が
増
し
、
委
員
会

審
議
で
は
、
見
出
し
が
な
い
記

事
は
読
ま
れ
な
い
と
の
指
摘
を

受
け
ま
し
た
。
総
評
で
は
、
住

民
登
場
企
画
が
多
彩
で
読
み
応

え
の
あ
る
企
画
展
開
で
あ
る
こ

と
、
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
が
高
い

水
準
に
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
さ
ら
な

る
高
み
へ
、
見
出

し
の
付
け
方
に
磨

き
を
か
け
て
下
さ

い
と
の
励
ま
し
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
委
員
長

　

平
形　

薫
）

は
、
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
か

ら
17
項
目
に
提
言
が
さ
れ
ま
し

た
。
町
民
が
自
ら
の
命
は
自
ら

守
る
「
自
助
」、
互
い
に
助
け

合
い
、
命
を
守
る
「
共
助
」、

ま
ち
の
防
災
力
「
公
助
」
を
一

層
高
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
防
災
対
策
に
生

か
し
て
い
き
た
い
。

（
委
員
長　

岸　

祐
次
）

自
力
で
避
難
で
き
な
い

人
の
救
出
・
搬
送
、
初

期
消
火
訓
練
な
ど
。
昨

年
の
参
加
者
は
、
１
５

０
０
人
で
人
口
の
約
１

割
。
補
助
金
は
、
参
加

32
団
体
へ
、
５
万
円
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
し

た
。　

　

会
津
美
里
町
は
、
議

会
地
域
防
災
対
策
特
別

委
員
会
を
設
置
、
防
災

対
策
に
係
る
提
言
書
を

ま
ち
へ
提
出
。
そ
れ
に

演　題 講　師

『道州制の動向
と問題点』

神奈川大学
法学部教授
幸田　雅治　氏

『日本の政治
の行方』

時事通信社
解説委員
田崎　史郎　氏

議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
議
長　

近
藤　

保
）

幸田 雅治 氏

田崎 史郎 氏
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